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ここで5′(I,i)-意 S(I,i)であるo上式(4)を芹 を微小パラメーターとして" (i)が√
のオーダーであることに注意して摂動展開によって解 く｡つまり,
I(i)- I.(i)+√㌻El(i)+･･ (5)
として逐次 E.,flを決定する｡ここでは √γについて一次まで取ることにする｡ 当然摂動展
′ヽ一′
開が有効であるためには 66(i)≡<(I(i)-<f(i)>)2>≪1 が必要である｡一つ注意しなけ





-(267(i"-1{xe~γt〔1宰 (1李 2(ト e-2r扉 ･Jf }2}(6)
となるoここでa(0)--√ 万 とし,I(i)-言(o)+去 (e4rt-1)である｡(6)式から容易に,安
定点 (この場合は x- 石 万~)近傍に分布関数のピークが初めて出現する時刻 吠emergence
timeofstablepeak"tsが求められる｡それは




である.注意すべきことは emergencetimeofstablepeak t は Kramerstime4)S
とは別の timescaleであることである｡ Kramerstimeな分布関数が充分に発達したダ
ブルピークを持っにいたる timescaleであり,式(7)の isは安定点近傍に初めて分布関数の
ピークが出現する時刻なのである｡ さらにもう一つの timescale が存在する.それは,系
が準安定状態からわずかに離れた所から出発 したとすると,準安定状態-向かって緩和する際

























この方程式はTC(時間に関してたたみ込み )型の式 と言 う.9は摂動の強さをあらわすパ
ラメーターである. 最近分ったことは積分の核 となっている関数 ¢(i,I)の一般形が単純な形
をしているということである.LPを特殊化するとこの一般形は くpartialcumulant"とい
うもので書き下せてしまう｡
最近の大きな進展はTC工｣型 (時間に関してたたみ込み無しの形,あるいは非定常型 )の方
程式の発見である｡
この式は次のような形 をしている:
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